
 
 

六甲山にいる野生動物の実態を知った 

 六甲山にいる主な動物を紹介いただきました。
タヌキの特徴をはじめ、話題となっている「イノ
シシ条例」やペットで飼われていたアライグマな
どの外来生物の存在を確かめました。質疑応答で
は様々な意見が飛び交い、適切な関係で共生して
いくにはどうすべきかを考えました。 

野生動物への愛情と責任を正面から考えたい 

 今回のお話で、野生動物の本来のあり方と我々
の関わり方について考えさせられました。そして
野生動物対策をしてくれる人がいるおかげで私た
ちは生活できているという事実を見直しました。
動物への愛情と責任について私たちはどう関わる
べきかを正面から考えたいと思います。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 
 
 

兵庫県内の野生動物につい 
て現状を分かりやすく説明し 
て頂きました。特にツキノワ 
グマが人里に現れる回数と森 
の木の実の豊凶の関係が分か 
りやすいものでした。また、 
野生動物、外来種について、 
人が自然を理解しないと彼ら 
を傷つけることにつながるのですね。勉強にな
りました。 
 ところで、自然からの贈り物、休憩時間の焼
き芋はおいしかったですね。 
 

 
 

主催：六甲山自然保護センターを活用する会 
協力：兵庫県立人と自然の博物館 
後援：兵庫県神戸県民局 灘区役所 神戸市教育委員会 

久しぶりの六甲山ＹＭＣＡ 

 今月より来年３月まで六甲山自然保護センター
が冬季休館のため、会場を六甲山ＹＭＣＡの里見
ホールに移しました。当日は快晴ながらも朝の気
温は２度と低く、散策道は雪が残っていました。 
 講演の前に講師の坂田宏志さんとご一緒に昼食
懇親をしました。里見ホールの暖炉に火を入れる
と同時にサツマイモを火の中へ。焼き芋の出来上
がりを楽しみにしつつ、講演を始めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
兵庫県の野生動物対策について理解できた 

 坂田宏志さんは、県立人と自然の博物館の主任
研究員で、兵庫県の野生動物対策にも取り組まれ
ています。講演では２０００年に六甲山の周辺を
ツキノワグマが徘徊した事例や、現在兵庫県が実
施しているツキノワグマの学習放獣についてご紹
介いただきました。自然のバランスが崩れている
実態や生態系の仕組みを、図解を用いて分かりや
すく解説していただきました。 

六甲山魅力再発見市民セミナー 

六甲山自然保護センターの活用や六甲山上での各種の催しを案内し、市民の

交流を図るコーナーです。情報の交換や催し物にこぞってご参加ください。 

六甲山の広場 六甲山の広場 Vol.33 
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新年もよろしくお願いいたします 

 平成１７年度は、「六甲山を楽しもうプロジ
ェクト」を新たに試みました。六甲道で、企画
展「六甲道今昔物語と六甲山の魅力」を催して、
山麓の市民へ六甲山をＰＲしました。６００名
の方が来られました。 
１０月には３団体合同で「昭和初期の六甲山

を探る」講座でフィールドワークを実践しまし
た。「市民セミナー」を軸に、自然環境への関わ
りや地域研究の楽しみを充実しています。 
 新年も当会の活動へのご支援ご参画をよろし
くお願いいたします。     （代表幹事） 
 
 
 
 前回好評であった「六甲山の冬をあそぼう」
を来年１月に開催します。今度はどんな六甲山
の冬が体験できるでしょうか？みんなで一緒に
冬の六甲山を探検しましょう！ 

月日：平成１８年１月２２日（日） 
時間：１０：１５～１５：３０ 
場所：神戸市立六甲山小学校 定員：１００名 
費用：３００円／１人（資料・保険料含む） 
持ち物：弁当、飲み物、おわん、おはし、 
    上履き、防寒具 

 伝 言 板 ニュース 

六甲山自然保護センターを活用する会の活動 
 現在、平成１８年度の「六甲山魅力再発見
市民セミナー」の企画を進めています。六甲
山について知りたいことや六甲山でやりた
いことについて、ご意見やご要望を事務局ま
でお寄せください。 

◆平成１７年１２月１日以降の活動 

・12/ 5：活用する会事務局会議  
・12/ 6：自然保護センター運営検討委員会 
・12/10：第３３回市民セミナー 
・12/18：神戸県民局地域ビジョン夢会議 

◆平成１８年１月の活動予定 
・ 1/13：「六甲山の生活文化史」運営連絡会議 
・ 1/17：活用する会幹事会 
・ 1/17：生涯学習ネットワーク会合  
・ 1/22：「六甲山の冬をあそぼう」 
・ 1/28：第３４回市民セミナー 

一緒に活動しませんか？会員募集！ 
 当会は、六甲山記念碑台にある「県立六甲
山自然保護センター」を自然環境系の拠点と
して有効活用を図っている市民団体です。六
甲山の自然に親しむ企画を案内し、六甲山へ
の上山を促しています。是非ご参画下さい。 

年度会費：２０００円／１口（入会金不要） 
  
入会者には、年度ごとに 
市民セミナーの内容をま 
とめた「六甲山魅力発見 
ガイド」を進呈します。 
また毎月１回市民セミナ 
ー報告書や活動の案内を 
お送りしています。詳細 
は事務局までお問い合わ 
せ下さい。 

市民セミナーVol.33 
六甲山での野生動物との 
共存を考える/坂田 宏志 
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               第３３回テーマ： 
               六甲山での野生動物との

                      共存を考える 
             講演内容 

              ①野生動物たちの今 

              ②人と野生動物の 

                    適切な関係とは？ 

              ③自然環境の恵みと 

                    保全を考える 

                 実施日：平成１７年１２月１０日（土）

                    午後１時００分～３時４５分 
                     場 所：六甲山ＹＭＣＡ 里見ホール 

参加の感想 七目木 修一さん
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さ か た
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プロフィール 
１９６８年生まれ。京都大
学農学研究科博士後期課程
修了。農学博士。現在、兵
庫県立大学自然・環境科学
研究所助教授、人と自然の
博物館主任研究員。兵庫県
森林動物共生室係長兼務。

平成１７年度下期の市民セミナー（通算回数） 
回 月日 テーマ スピーカー 

31 10/15 六甲山開発史 
森地 一夫 
ボーイスカウト 西宮地区役員 

32 11/19 
六甲山で俳句をつく
ろう 

半田 陽生 
九年母俳句会 

33 12/10 
六甲山での野生動物
との共存を考える 

坂田 宏志 
県立人と自然の博物館 主任研究員

34 1/28 六甲山の植生 
武田 義明 
神戸大学 発達科学部 

    人間環境科学科 教授 

35 2/18 
六甲山とＹＭＣＡ 
野外教育 

池田 勝一 
六甲山ＹＭＣＡ 所長 

36 3/18 六甲山を楽しもう 
桑田  結 
ブナを植える会 会長 

【助成金をいただいている機関】 
（財）大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境

保護基金）、（財）ひょうご環境創造協会、コープこう

べ環境基金、灘区役所「地域力を高める」事業助成 

クリスマスムードが
  あふれる里見ホール 

 次回１月の市民セミナー 
「六甲山の植生」は、講師 
の都合により、開催日を１ 
月２８日（土）に変更させ 
ていただきます。 
 六甲山の植林や自然回復 
の変遷、現存する植物群落 
の様相や今後の予測などを 
お話いただきます。お申し込みは事務局まで。 

開催日を１月２８日に変更します 

雪道を歩きながらのボランティア清掃 

六甲山魅力 
再発見ガイド 

武田 義明さん

「六甲山の冬をあそぼう」のご案内 


